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モンゴル

経済の概況

2003年10月までのモンゴル経済は、貿易収支や財政収支

は大きく赤字であったが、インフレ率、失業、為替レート

などの指標はほぼ安定していた。10月までの鉱工業生産は

前年同期比0.6％増であった。製造部門が4.7％増加した一

方、鉱業・採石業部門の生産は2.5％減少した。他方、後

述の通りこの年は気候が比較的温和だったため、農業部門

の生産は増加し、財政経済省では2003年のGDP成長率を

5.3％と予測している。

10月までの外国貿易高は、輸出入共に増加したため計

11.1億ドルに達し、前年同期比16％増加した。しかし、輸

入の伸びの方が大きかったため貿易赤字はさらに悪化し、

2.1億ドルとなった。１月こそ240万ドルの黒字だったもの

の、以後赤字が続いている。10ヶ月間の輸出額は前年同期

比9.9％増の4億5,110万ドル、輸入額は20.5％増の６億5,980

万ドルであった。鉱産品及び家畜を元にする原料・半加工

品や繊維製品が輸出全体の93.4％を占めた。輸入は、野菜

を原料とする製品の35.5％減少を除き、ほぼ全ての商品群

で増加した。北東アジア諸国は引き続きモンゴルの主要貿

易相手国であり、貿易全体の66.9％を占める。最大は中国

の３億8,130万ドルであった。

気候条件が好転した中での農業

2003年は比較的気候が温暖であったため、10月までの農

業生産高は同時期の実績としては2000年以降の最高を記録

した。2003年の耕地面積は前年比で20.8％減少したが、収

穫量は前年比31.2％増（2003年11月１日現在、16万4,400ト

ン）となった。穏やかな気候により、平均作物収量は2002

年の570㎏／haから880㎏／haに増加した。「ジャガイモ」

及び「その他の野菜」の収穫は、前年同期に比べてそれぞ

れ58.7％、53.1％増加し、干し草と手作り飼料は11.9％、

15.0％増加した。成畜の死亡数は120万頭で前年同期の

41％であった。2003年の家畜国勢予備調査の結果によれば、

家畜数は1999年以来初めての増加で、2002年から140万頭

増加して、総数2,530頭となった（増加率5.9％）。

2003年の重要なできごと

2003年12月23日付の新聞「モンゴルデイリーニュース」

のインタビューのなかで、外務副大臣Ｓ．バトボルド氏は、

2003年の国内の政治・社会・経済的及び対外関係における

最も重要なできごととして以下のことを挙げている。

１．５月１日、「モンゴル国民へ土地の配分に関する法」

施行１。

２．１月に国会の第１号決議として採択された地域発展コ

ンセプトの枠組みの中で、複数の「地域開発ハブ」指

定。

３．国連の支援による第五回「新生・復興民主主義国際会

議」が９月10日～12日にモンゴルで開催。119ヶ国の

代表が参加し、ウランバートル宣言を採択。

４．エンフバヤル首相が６月26日～７月３日にロシアを公

式訪問。また、年末までにロシア政府が1990年以前の

対旧ソ連債務の98％（114億兌換ルーブル相当）免除

を決定したことで、本件に関する両国政府間の10年間

の交渉が妥結。

５．中国の胡錦涛国家主席が初外遊の中で、６月４日～５

日にモンゴルを公式訪問。

６．定例のモンゴル支援国会合が11月19日～21日に東京で

開かれ、2004年には３億3,500万ドルの支援を約束。

このうち土地私有化に関しては、比較的順調に手続きが

進んでいるが、都市中心部など優良区画の配分に関して不

公正な取扱があるとの批判もあり、政治問題化しつつある。

（ERINA調査研究部客員研究員 エンクバヤル・シャグダル）

1 ERINA REPORT vol. 52, p. 84参照。
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（注）失業者数は期末値。消費者物価上昇率は各年12月末、2003年は期末値。貨物輸送、財政収支は年初からの累積値。
1999年以降の貿易額は、非通貨用金取引額を含む。

（出所）モンゴル国家統計局「モンゴル統計年鑑」、「モンゴル統計月報」各月号ほか

1997年
4.0
4.4
20.5

2,554.2
63.7

813.2
▲ 16.8
451.5
468.3

▲ 65.1
0.6

1998年
3.5
3.2
6.0

2,815.3
49.8

902.0
▲ 158.1

345.2
503.3

▲ 102.1
0.7

1999年
3.2
1.3

10.0
3,491.7

39.8
1,072.4
▲ 154.5

454.2
512.8

▲ 98.2
0.8

2000年
1.1
2.4
8.1

4,282.5
38.6

1,097.0
▲ 78.7
535.8
614.5

▲ 69.7
3.5

2001年
1.1

11.8
11.2

5,287.9
40.3

1,102.0
▲ 116.2

521.5
637.7

▲ 45.5
4.7

2002年
3.9
3.8
1.6

6,461.3
30.9

1,125.0
▲ 166.8

524.0
690.8

▲ 70.0
2.9

03年1－8月
－

0.0
1.1

4,661.8
36.9

1,154.0
▲ 184.9

339.8
524.7

▲ 25.3
1.2

03年1－9月
－

0.4
1.2

5,264.2
35.9

1,159.0
▲ 192.4

401.4
593.8

▲ 28.4
1.2

03年1－10月
－

0.6
2.3

5,881.3
35.5

1,165.0
▲ 208.7

451.1
659.8

▲ 33.8
1.2


